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学 び い っ ぱ い

やさしさいっぱい

元 気 い っ ぱ い
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７月１８日(金)、７２日間の１学期が今日で終了となりました。

４月に赴任した私は、毎日、毎日、子どもたちの“がんばり”や“成長”を間近で感じるこ

とができ､とてもうれしい７２日間になりました。教職員一同､きっと同じ気持ちだと思います。

これも、保護者の皆様、地域の皆様のあたたかいご理解とたくさんのご協力があってのこと

と、心から感謝しております。ありがとうございました。

さて、終業式(暑さのため放送で行いました｡)の“校長の話”では、まず、１学期の子どもた

ちのがんばりをふり返りました。

「“まなびいっぱい やさしさいっぱい げんきいっぱい” ３つの“いっぱい”から１つを

自分のめあてにしてがんばろう！」

始業式のこんな話でスタートした１学期、３つの“いっぱい”それぞれに、しっかりとみ

んなのがんばりが感じられました。

“まなびいっぱい” 授業中の姿勢がとてもよくなりました。

“やさしさいっぱい”ふれあい活動､ふれあい清掃で､下級生にやさしくできる人が増えました｡

“げんきいっぱい” 笑顔で元気に登校する人が増えました。

“あいさつ”もよくなりました。

“廊下の歩き方”もよくなりました。

一人一人がよくがんばりました。

でも、北小の子どもはもっともっとよくなれます！

もっともっとがんばれます！

みんなならできます！

これからのみんなのがんばりも、楽しみにしています。 【ふれあい清掃の様子】

そして、明日からの夏休み、がんばってほしいことを２つ話しました。

□ 自分の“心”と“体”を元気にしよう！

・ 課題は少なめです。残りの時間は“心や体の栄養”のために使おう。

□ 家族(家族以外でもＯＫ)の“役に立つ”自分になろう！

・ お手伝いやボランティア等、人のためになることを続けてみよう。

たくさんの時間を有意義に使ってほしいと思っています。

お子さんにとっての“栄養”になる過ごし方、“人の役に立てる”場面づくりなど、ぜひ、

一緒に考えてあげてください。どうぞよろしくお願いいたします。

楽しく充実した夏休みになることを願っています。

１学期７２日間のご理解とご協力、本当にありがとうございました。


